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1．まえがき 
 長らく未来の車として考えられていた燃料電池自動車
(FCV)が 2014 年 12 月にトヨタ自動車から一般ユーザー
向けに販売開始された．販売は好調で累計受注台数は
3300台に達し納期は3年先となっている．一方，本田技









































車両価格は数億円ともいわれていた．2014 年 12 月にト
ヨタミライがついに一般ユーザー向けに市販を，また，
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  HuH = 121.0 (MJ/kg) 
  HuG = 44.4 (MJ/kg) 
  GH = 5 (kg) 
  ρ = 0.73 (kg/ℓ) 
なお，GHの値はトヨタミライの公表値である(3)．これら
を式(1)に代入すると，LG =18.7(ℓ)となる．従って，トヨ
タミライの JC08 モード燃費はガソリン換算で，650 
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 ここで，Pout：発電量(kWh/day) 
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図8 スマート水素ステーション(SHS)の外観 
(出展：ホンダメディアウエッブサイト) 
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